
息

影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
ら
ま
た
城
壁
の
外
に

ロ
1
7
帝
政
末
期
か
ら
の
古
い
墓
地
が
あ
り
、
風

雨
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
千
年
以
上
の
歴
史
に
耐
え

て
き
た
沢
山
の
石
棺
が
道
の
荷
側
に
並
ん
で
い
ま

す
。
ア
ル
ル
は
ロ

1
ヌ
川
の
河
口
に
あ
っ
た
た
め

ガ
リ
ア
地
方
に
対
す
る
文
明
の
玄
関
口
に
あ
た
り
、

ま
た
ガ
リ
ア
地
方
で
徴
集
さ
れ
た
穀
物
租
税
が
海

路
に
よ
り
ロ

l
マ
の
外
港
オ
ス
テ
4
ア
に
運
ば
れ

た
た
め
、
そ
の
積
出
港
と
し
て
栄
え
た
の
で
し
ょ

う
。
今
で
も
船
頭
組
合
に
関
す
る
碑
文
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

以
上
は
全
く
の
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
ア
ル

ル
の
よ
う
な
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
に
適
応
し

な
が
ら
も
ロ

l
マ
都
市
の
基
本
的
性
格
を
失
う
こ

と
な
く
、
地
中
海
沿
岸
の
各
地
に
建
設
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
す
。
自
分
の
目
で
ロ

l
マ
都
市
の
遺
跡

を
見
学
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
関
係

の
諸
研
究
所
や
諸
先
生
に
深
く
感
謝
い
た
す
次
第

で
あ
り
ま
す
。

（
追
記
こ
の
報
告
発
表
後
、
『
古
代
文
化
』
（
財
団

法
人
古
代
学
協
会
刊
）
に
「
古
代
史
研
究
の
旅
か
ら
」

と
い
う
標
題
の
も
と
で
紀
行
を
書
い
て
お
り
ま
す
。
）

（
浅
香
）

消界学

学
界
消
息

読
史
会

昭
和
四
三
年
九
月
例
会

九
月
一
四
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

於
京
大
・
楽
友
会
館

鎌
倉
幕
府
庄
郷
地
頭
制
の
成
立

昭
和
四
三
年
度
秋
季
大
会

一
一
月
三
日
（
祝
）

於
京
大
文
学
部
第
六
講
義
室

平
安
京
の
宅
地
配
分
と
班
田
制
に
つ
い
て

秋
山
国
三

い
わ
ゆ
る
加
賀
藩
騒
動
の
史
的
背
景
若
林
喜
三
郎

平
安
時
代
に
お
け
る
宮
廷
陰
陽
道
の
形
成

村
山
修
一

今

中

寛

司

酒
井
忠
雄

織
田
健
一

直
木
孝
次
郎

岩
井
忠
熊

平
岡
定
海

井
上
秀
雄

有

泉

貞

夫

柴

田

実

横
井
小
楠
の
思
想
系
列
に
つ
い
て

歴
史
の
要
求
・
教
育
の
要
求

寸
七
条
窓
法
の
一
考
察

古
代
税
制
と
屯
倉

福
沢
論
者
の
政
治
観

天
平
十
三
年
国
分
寺
創
建
認
に
つ
い
て

任
那
諸
国
の
国
家
成
立

「
興
業
立
見
」
の
成
立

里
神
楽
考

上
横
手
雅
敬

東
洋
史
談
話
会
昭
和
四
三
年
度
大
会

昭
和
四
三
年
－
一
月
三
日
（
祝
）
午
前
九
時
J
午
後
五

時
於
京
都
大
学
法
経
第
七
教
室

明
浦
時
代
に
お
け
る
荒
政
と
地
主
佃
戸
制

森

正

夫

『
左
伝
』
に
見
え
る
「
叛
」
小
倉
芳
彦

銅
虎
符
・
竹
使
符
に
関
す
る
一
考
察
大
庭
備

桑

弘

羊

の

均

輸

法

に

つ

い

て

影

山

剛

後

漢

の

西

岡

軍

鎌

田

重

雄

ワ
リ
l
ウ
ツ
ラ
l
の

社

会

理

論

加

賀

谷

克

吋
。
ロ
苫
己
A

碑
文
に
見
え
る
一
可
汗
に
つ
い
て

護

雑

夫

羽

田

明

内
陸
ア
ジ
ア
研
究
会
例
会

五
月
八
日
（
水
）

ア
リ
・
エ
タ
ベ
ル
の
『
中
国
記
』
と
オ
ス
マ
ン
・
明

両

朝

の

通

交

に

つ

い

て

小

田

寿

典

七
月
三
日
（
水
）

マ
ム
ル
l
p
朝
時
代
の
商
業
問
題

人
月
五
日
（
月
）

四
オ
イ
ラ
ー
ト
の
住
地
に
つ
い
て

宋
代
官
回
に
於
け
る
佃
権
と
刻
佃

｜
｜
租
種
管
業
団
に
つ
い
て
｜
｜

元
典
章
と
通
制
条
格
に
つ
い
て

明
代
郷
村
社
会
の
身
分
構
成

章
学
誠
・
襲
自
珍
・
章
痢
麟

於
羽
田
記
念
館 草

野

摘

岡
本
敬
二

小
山
正
明

島
田
由
民
次

(149) 

古
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K
・メ

γ
ゲ
ス
教
授
を
囲
ん
で

九
月
一
一
日
（
水
）

ハ
γ
ガ
り
1
に
お
け
る
東
洋
学

一
O
月
二
日
（
水
）

ワ
シ

γ
ト
γ
大
学
の
東
洋
学

一
一
一
月
九
日
（
丹
）

ピ
ザ
ン
ツ
の
国
家
と
経
済

G
・
ハ
ザ
イ

河

内

良

弘

米

国

治

泰

内
陸
ア
ジ
ア
研
究
会
講
演
会

一
一
月
九
日
（
土
）
於
羽
田
記
念
館

ア
ル
タ
イ
比
較
言
語
学
上
の
問
題
点
｜
｜
j

語
袋
論

長

田

夏

樹

小

沢

重

男

M
・
ア
ニ
ス

モ
ソ
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
現
状

現
代
の
ア
ラ
ブ
世
界

日
本
西
蔵
学
会
大
会

一
一
月
一
六
日
（
土
）
於
羽
田
－
記
念
館

ド
P
F
派
本
山
座
主
の
相
続
形
態
に
つ
い
て中

井

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
戒
律
の
伝
統
に
つ
い
て小

玉

大

円

摩

詞

術

と

そ

の

周

辺

立

花

孝

全

チ
ベ
ッ
ト
文
字
で
書
か
れ
た
新
言
語
「
ト
ス
語
」
に

つ

い

て

西

田

龍

雄

五
体
清
文
鑑
の
チ
ベ
ッ
ト
語
に
つ
い
て
北
村
甫

〉

H
L
Z
E
2
2
骨

O
E吋
g
p国
E
ロ
伺
冨
nロ
5
0
2
M
M
2

問
。
－
向
〉
・
凹
宮
古

西
洋
史
読
書
会

例
会
於
京
大
西
洋
史
研
究
室

昭
和
四
三
年
七
月
一
三
日
（
土
）

ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
解
釈
の
問
題
点

－
｜
ひ
と
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て

1
l

越
智
武
臣

一
O
月
一
二
日

マ
ッ
ツ
ィ

l
－
一
と
プ
オ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ

一
Q
月
二
六
日

ゲ
ル
ツ
ェ

γ
研
究
史

第
三
六
回
秋
季
大
会

一
一
月
三
日
（
祝
）
於
法
経
第
八
教
室

「
大
V
ト
ラ
」
の
追
加
個
条
に
つ
い
て
新
村
祐
一
郎

ヘ
レ
エ
ス
テ
ィ

P
時
代
の
サ
マ
リ
ア
に
つ
い
て、1

1
，

桐
生

松
原

ロ
ー
マ
帝
政
末
期
の
農
業
労
働

l
l
l
コ
ロ

1
ナ
l
ト
ゥ
ス
に
つ
い
て
ー
ー
ー浅

香

正

英
基

神
政
君
主
制
と
封
建
制
度

｜
｜
国
家
理
念
よ
り
み
た
ノ
ル
マ

γ
征
服
前
後

史

ー

ー

鈴

木

利

章

ヨ
ハ
ソ
ネ
ス
の
レ
l
ス
・
プ
プ
リ
カ
に
つ
い
て

兼
平

初

期

ヒ

ユ

マ

ニ

ス

ト

と

医

学

谷

ロ
ッ
ク
初
期
思
想
に
お
け
る
国
家
と
宗
教

‘
氷
岡

コ
ジ
チ
ュ

l
シ
ュ
コ
の
故
国
観

尚
武

ー

i
ナ
ポ

ν
オ
γ
時
代
を
中
心
に
l
1
l中

山
昭
古
田

ア
レ

F
シ
ス
・
ド
・
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
に
関
す
る
一
考

察
ー
ー
そ
の
革
命
観
を
中
心
と
し
て
｜
｜

松
井

第
三
国
会
に
お
け
る
カ
デ
ッ
ト
の
農
業
政
策大

畑
野
田

150 (150) 

l'!日

広
志

電
帥
軍
戦
の
政
治
的
意
味

一
一
月
九
日
（
土
）

読
書
会
秋
季
大
会
反
省
会

一
一
月
一
六
日
（
土
）

宗
教
改
革
時
代
の
再
洗
礼
派
に
つ
い
て

一
一
月
三

O
日
（
土
）

一
四
・
五
世
紀
イ
ス
ラ
ム
史
の
一
面

宜
雄勝

中
村
賢
二
郎

古

林

清

英
雄

昌
泰昭

人
文
地
理
学
会
昭
和
四
十
＝
一
年
度
大
会

昭
和
四
＝
一
年
一
一
月
二
日
（
土
）

J
五
日
（
火
）

於
京
都
大
学
法
学
部
・
経
済
学
部

一
一
月
二
日
（
土
）
・
三
日
（
日
）

特
別
研
究
発
表
一
般
研
究
発
表

十
一
月
四
日
（
月
）
五
日
（
火
）
エ
タ
ス
カ
l
γ

ョ
ン

第
一
班
「
先
志
摩
」
方
面
（
一
泊
二
日
パ
ス
利
用
）

第
二
班
「
神
戸
」
方
面
（
日
帰
り
、
パ
ス
利
用
）

古
地
図
資
料
展
十
一
月
＝
一
日
（
日
）

於
京
都
大
学
文
学
部
地
理
学
実
習
室

大
会
研
究
発
表
題
目

日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る
地
域
的
な
諸
問
題

燕



有
末
武
夫

戦
後
日
本
の
農
業
地
域
変
動
に
つ
い
て
石
井
素
介

い
わ
ゆ
る
新
大
陸
原
産
農
作
物
の
中
国
へ
の
伝
播
経

路
に
つ
い
て

l
第
一
報

l

千
葉
徳
爾

地

理

的

複

合

体

概

査

の

展

開

松

田

信

中
心
地
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
l
の

遷

移

森

川

洋

松
尾
神
社
領
東
郷
庄
中
分
図
の
考
察
（
ス
ラ
イ
ド
使

用

）

渡

辺

久

雄

城
の
構
成
要
素
と
し
て
の
植
物
帯
竹
岡
林

｜
｜
其
の
一
口
山
陰
道
の
城
と
植
物
1
1

椎

葉

村

宗

門

帖

の

分

析

三

浦

保

寿

「
延
喜
式
」
に
み
る
交
通
集
落
と
し
て
の
駅
家
の
機

能

的

分

類

と

問

題

点

藤

岡

謙

二

郎

明
治
前
期
の
町
l
l
l上
総
の
場
合
｜
｜
中
島
義
一

静
岡
市
域
に
関
す
る
地
理
学
的
研
究
｜
第
一
報
｜

（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）
細
井
淳
一
・
塩
坂
邦
雄

阪
神
大
都
市
閣
の
郊
外
化
に
伴
う
奈
良
県
の
変
容
過

程
｜
奈
良
市
に
お
け
る
最
近
の
農
地
転
用
の
進

展
と
市
街
地
化
並
び
に
人
口
移
動
に
つ
い
て

西
国

息

電
子
部
品
工
業
の
地
方
的
展
開佐

々
木
清
司
・
斎
藤
幸
男

福
井
機
業
と
石
川
機
業
の
相
違
板
倉
勝
高

世
界
に
お
け
る
死
亡
の
季
節
変
動
形
態
（
ス
ラ
イ
ド

使

用

）

籾

山

政

子

・

福

田

勝

久

採
苗
漁
村
｜
｜
水
産
養
殖
の
分
業
化
か
ら
｜
｜

大
島

消界学

和
夫

山
口
県
沿
岸
市
場
の
流
通
動
向
と
問
題
点

新

宅

勇

米
良
荘
に
お
け
る
林
野
の
利
用
と
所
有
甲
斐
龍
夫

剣
山
地
に
お
け
る
農
民
一
船
舶
践
に
み
ら
れ
る
地
域
構
造

大
迫
輝
通

周
南
地
域
の
農
地
の
減
少
と
農
業
の
後
退

新

宅

暢

久

都
市
化
時
代
に
お
け
る
村
落
構
造
の
再
編
成
に
つ
い

て

渡

辺

操

第
七
九
回
例
会

昭
和
四
三
年
二
一
月
一
四
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

於
帝
塚
山
大
学

領
海
接
続
水
域
・
漁
業
専
管
水
域
島
田
正
彦

ル

イ

ジ

ア

ナ

の

自

然

水

山

高

幸

歴
史
地
理
部
会

第
二
五
回

昭
和
四
三
年
一
一
一
月
二
一
日
（
土
）
午
後
二
時

於
京
都
大
学
文
学
部

庚
午
〔
明
治
三
年
）
戸
籍
の
歴
史
地
理
学
的
怠
義

ー

l
井
戸
庄
三
氏
の
報
告
を
中
心
と
し
て
｜
｜

日
本
地
理
学
会

一
九
六
八
年
度
秋
季
大
会

会
場
鳥
取
市
湖
山
町
鳥
取
大
学
教
育
学
部

日
程
一

O
月
五
日
（
土
）
一
四
時
よ
り
一
七
時

弘
品
開
詩
演
（
会
場
県
庁
講
堂
）

一
O
月
六
日
（
日
）
一
一
一
一
時
よ
り
一
六
時
三

O
分

エ
F
ス
カ
l
y
宮

γ
A
ヨ
l
ス
鳥
取
砂
丘

袈

一
O
月
七
日
（
月
）
九
時
よ
り
一
六
時

γ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1
・
海
岸
砂
丘
ー
そ
の
自
然
と
開
発
｜

世
話
人
（
谷
阿
武
雄
）

2

後
進
地
域
の
地
域
開
発

世
話
人
（
制
内
野
通
博
）

一
O
月
八
、
九
日
エ

F
ス
カ
l
ジョ

γ

B
コ
l
ス
（
一
泊
二
日
）
鳥
取
海
岸
と
大

山
C
コ
I
ス
（
一
泊
二
日
）
鳥
取
県
と
中
海
、

宍
道
湖
国
同
辺

D
コ
l
ス
ご
泊
二
日
）
鳥
取
県
と
中
国

山
地

日
本
古
文
書
学
会
第
一
回
学
術
大
会

昭
和
田
三
年
六
月
八
日
（
土
）
・
九
日
（
日
）

於
早
稲
田
大
学
小
野
梓
記
念
講
堂

〈
公
開
講
演
〉

ジ
ャ
カ
ル
タ
文
書
館
の
公
証
人
役
場
文
書
に
つ
い
て

岩
生
成
一

〈
研
究
発
表
〉

理
趣
釈
経
等
策
子
を
め
ぐ
り
て
真
保
龍
倣

｜
｜
三
十
帖
策
子
第
十
五
帖
に
つ
い
て
｜
｜

公
式
文
書
に
お
け
る
信
湿
性
の
問
題
勝
野
隆
信

竹

取

物

語

の

商

業

文

服

部

嘉

呑

平
安
時
代
の
仮
名
書
状
の
文
学
性
久
雷
神
昇
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鎌
倉
時
代
に
写
さ
れ
た
西
蔵
文
字
金
山
正
好

筆

跡

の

恒

常

性

に

つ

い

て

猪

刈

秀

一

交

名

板

碑

の

史

料

性

千

々

和

笑

福
正
字
の
牛
玉
宝
印
に
つ
い
て
中
村
直
勝

本

居

貫

長

の

書

簡

木

代

修

一

出

雲

神

魂

神

社

の

古

文

献

村

田

正

志

織
田
信
長
と
浅
井
長
政
と
の
揖
手
奥
野
高
広

信

州

秋

山

銅

山

に

つ

い

て

菊

地

義

美

l
J正
徳
明
幕
府
の
御
用
銅
政
策
と
関
連
し
て
｜
｜

天
真
寺
所
蔵
の
松
平
木
昧
・
月
湾
の
書
状
に
つ

い
て
1
｜

志

水

正

司

中

山

法

華

経

寺

文

書

に

つ

い

て

中

尾

発

地
方
文
書
よ
り
見
た
代
官
領
の
性
格
村
上
直

旗

本

石

河

政

平

の

死

川

村

優

栃
木
県
に
お
け
る
古
文
書
類
所
在
の
概
況

徳
田
浩
淳

神

護

寺

実

録

帳

に

つ

い

て

福

井

俊

彦

後
北
条
氏
と
金
剛
王
院
融
山
小
笠
原
長
和

｜
｜
宏
一
妙
本
寺
文
書
を
中
心
に
｜
｜

金
鶴
形
一
封
｜
｜
琉
球
よ
り
清
へ
の
謝
恩
1｜

宮
田
俊
彦

ム
一
品
比
ロ

委
員
前
川
和
也
氏
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
助
手
に
就
任
の
た
め
委
員
を
辞
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
代
っ
て
大
戸
千
之
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
右
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
だ
よ
り

。
日
本
学
術
会
議
第
八
期
の
会
員
選
挙
の
結
果
、

本
会
推
薦
の
井
上
智
勇
氏
は
史
学
第
一
位
で
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
各
位
の
御
援
助
を
、
傑
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
日
本
学
術
会
議
の
直
面
す

る
問
題
は
、
日
本
の
学
術
体
制
に
と
っ
て
ま
す

ま
す
重
大
性
を
加
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
井

上
氏
が
、
過
去
三
期
に
わ
た
る
豊
富
な
経
験
を

生
か
さ
れ
、
一
層
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、
御

願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

。
昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十
四
年
、
各
大
学
で

爆
発
し
つ
つ
あ
る
学
生
闘
争
は
、
『
史
林
』
の

発
刊
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
幸
か
不
幸
か
、
本
誌
は
今
ま
で
に
発
刊

が
お
く
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
特
に
は
目
立

た
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
結
局
本
号
ま
で
に

と
り
か
え
し
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

。
学
生
闘
争
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
学
問
の
あ
り
方
と

し
て
ど
う
受
け
と
め
る
か
、
む
ろ
ん
委
員
会
で

も
討
論
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
の
溝
成
者
は
、

戦
中
派
、
戦
後
派
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
安
後
派

と
な
り
ま
す
が
、
歴
史
学
へ
の
主
体
的
な
と
り

く
み
方
に
、
か
な
り
の
差
が
あ
り
ま
す
。
新
制

大
学
が
発
足
し
て
か
ら
も
す
で
に
二
十
年
、
そ

の
聞
の
歴
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
を
、
あ
ら

た
め
て
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
必
要
を
痛
感
す
る

の
で
あ
り
ま
す
。

。
さ
し
あ
た
り
委
員
会
の
意
向
と
し
て
は
、
よ

り
若
い
世
代
に
よ
っ
て
、
戦
後
史
学
を
ふ
り
か

え
る
例
会
を
も
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

皆
様
か
ら
も
、
戦
後
史
学
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す。

。
毎
度
な
が
ら
、
誌
代
の
ご
納
入
を
よ
ろ
し
く
。
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